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今回の在宅医療・地域包括ケアサポートセンターニュースでは、5月12日

に開催した「地域医療対策委員会」において実施した、「丹後・中丹医療圏の

地域における在宅医療の現状と課題」の座談会の内容を掲載いたします。

　行政と協力し、継承を促進する方策を検討

Talk
Session

【市田】まず大槻先生、綾部市の現状をお話しいただけます
でしょうか。

【大槻】綾部市では、令和に入り、すでに３軒が閉院し、現在
診療所数は13軒になっています。それに伴って訪問診療を
担う開業医も減少し、一部は病院の先生にも手伝っていた
だいているのが現状です。綾部市の人口は現在３万人弱、
2040年には２万4000人に減少すると予測されています。高
齢者に限って言えば、2040年には現在の１万1500人から
9800人に、わずかながら減少すると見込まれており、総合
的に勘案すると、医療や介護の需要は、2040年には現在よ
りやや減少しているのではないかと予想しています。
次に、当エリアでどのような動きがあるかという点です
が、2025年４月、綾部市にある３つの病院のうちの１つ綾部市
立病院が病床数を減らし、小回りが利く体制に変更しまし
た。診療所数も今後減っていく可能性があり、憂慮している
ところです。こうした状況から、診療所数を維持するため、
現在綾部市と協議しながら、医院を継承していただくお手
伝いができないか、検討しているところです。今後綾部医師
会と行政で、さまざまな方策を考え、なんとか踏ん張ってい

きたいと考えています。

【市田】継承のお手伝いを検討さ
れているとのことですが、具体
的にはどのような取り組みをさ
れるのでしょうか。

【大槻】まだ正式に決まってはい
ませんが、クリニックの建物を
維持するため、資金面でのバッ
クアップなどを考えていると聞
いています。継承はご家族の問題でもあるので、医師会が立
ち入りづらいところではありますが、綾部市の事業では、各
開業医の先生のところに伺って、ご子息がお戻りいただけ
るかどうかなど、本音を聞いているところです。その結果を
今後の施策に盛り込んでいく予定です。

【市田】資金面だけでなく、一歩踏み込んだ支援をお考えと
いうことですね。

「丹後・中丹医療圏の地域における在宅医療の
現状と課題」について

【安井】患者さんの許可があって、カルテ共有化の仕組みが
整えば、電子カルテを導入した意義もあると私自身は考え
ていますが、他の先生がどのようにお考えかまではわかり
かねます。とはいえ最近は、心電図を搭載された救急車か
らデータが転送されてくることも増えています。その際、
ファックスでの転送では読み取りにくいのが現状です。イ
ンターネットを活用して情報を共有した方が良いという意
見を耳にしています。

【市田】北丹エリアでは、医師が足りず、患者さんが難民に
なるといった状況は起きていませんか。

【安井】北丹エリアでは、高齢になると施設に入られる方が
多く、在宅には比較的若く、自己判断で病院に行ける方が多
いので、在宅医療の医師が不足するような状況にはなって

いないように思います。

【市田】数々の貴重なお話をありがとうございました。
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令和６年度
在宅医療塾

ZERO
【対象：医師・多職種】

次回診療報酬
改定まで

角水医院　院長� 角水　正道 氏

「ゼロからの在宅保険請求
訪問看護師・ケアマネジャーとの連携」

令和７年度
総合診療力
向上講座
【対象：医師】

令和８年
９月１日（火）
正午申込締切

京都大学医学研究科
医学専攻内科学講座　腫瘍内科学　准教授� 松原　淳一 氏

「進化して深化する最新がん薬物療法」

令和８年度
京都

在宅医療塾
探究編

【対象：医師・多職種】

令和９年
１月15日（金）
正午申込締切

京都府医師会　理事／
一般財団法人　療道協会　西山病院　院長�  西村　幸秀 氏

「在宅医療におけるストレスケアの重要性
～訪問する医師・看護師・多職種の皆さま、
　疲弊していませんか～」

テーマ

テーマ
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▪総合診療力向上講座（Web 研修会）　▪対象：医師
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第２回 ８月１日（土）
15：00〜16：30

京都府立医科大学　大学院医学研究科皮膚科学　教授� 福本　毅 氏

「外来で役立つ炎症性皮膚疾患の診療アップデート
～病態理解から治療戦略まで～」

テーマ

綾部医師会
大槻　　匠 氏
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【的場】私は、大学で遠隔診療に関する講座の特任教授を務
めており、以前、綾部市奥上林地区を見学で訪れたことがあ
ります。その際、コミュニティナースや保健師さんが、がん
ばっておられるようにお見受けしましたが、そうした方々
と開業医の先生方とのつながりはありますか。

【大槻】コミュニティナースの制度の存在は、承知していま
すが、現状では、直接接点がないのが現状です。

【的場】現地で「iPad を使った遠隔診療はいかがですか」と
尋ねても、「無理、無理」という反応で、現在は３つの診療所
に高精度の血圧計を置くところから始めています。もし間
に入って調整してくださる方がいたら、遠隔での病気の早
期発見や治療も可能になるかもしれませんね。今後綾部市
の方にも相談させていただきたいと思います。

【加藤】綾部市立病院で診療していると、小児の救急を非常
に多く見ます。綾部市で開業されている小児科の先生は、あ
まりおられないのでしょうか。

【大槻】小児科がないわけではありませんが非常に弱く、開
業医だけで小児を診るのは、難しくなりつつあると認識し
ています。

【加藤】子どもの人口が減少する中で、小児医療を維持する
のは大変だろうと思います。綾部市のような中丹エリアで
も、そうした現状があるということですね。

【的場】大学からの医師派遣や総合診療科の必要性の観点
から伺いたいのですが、現在、どの程度の間隔で処方を行っ
ておられますか。

【大槻】当院では１ヵ月を目安に処方しています。先生に
よって判断は異なると思いますが、私自身は、高齢の方はい
つ容体が急変するかわからないので、こまめに診たいと考
えています。

【的場】高齢になると車を手放したりして、１ヵ月に１度受診
するのが難しい方もいると思いますが、その辺りはいかが
ですか。

【大槻】現状ではご家族が送迎されるケースが多いようで
す。また「あやバス」というコミュニティバスの全路線が綾
部市立病院に乗り入れており、バスに乗っていただければ、
病院に行けるようになっています。

【市田】続いて与謝医師会の日置先生、お願いします。

【日置】昨年、与謝医師会では、在宅医療への取り組み状況
について、会員の方々にアンケートを実施しました。28診
療所から回答をいただき、このうち在宅医療に関わってい
るのは15診療所で、４分の３は在宅医療に関わっているこ
とがわかりました。割合としては多いですが、逆に言えば、
このような僻地でも、在宅医療に関わっていない医療機関
が４分の１もあるという見方もできると思います。もちろ
ん年齢的・体力的な問題で、できないといった医療機関も
あるとは思いますが、今後少しでも多くの医療機関に在宅
医療に関わってもらえるような働きかけが必要だろうと考
えています。
次いで、現在の訪問診療の総数は557件、５年後にどのく

らい訪問診療を行えるかという質問に対しては最大633
件と、私たちの予想に反して
増えていました。最近、比較的
若い先生が２人新規開業され、
その方々の意気込みが、結果
として表れているのではない
かと推測しています。
アンケート以外の自由記載
欄には、「訪問診療、とりわけ
看取りについて、休日や夜間
の時間を確保することが負担
になっている」といった意見

がありました。与謝医師会では、北部医療センターの「看取
りサポートシステム」を活用しており、開業医が不在の際
に、北部医療センターに死亡確認をしていただく仕組みが
ありますが、その際に、「死亡診断書や検案書まで作成して
ほしい」といった意見も寄せられました。
総括すると、当医師会の在宅医療の担い手は、60歳代が
ボリュームゾーンで、この年代が地域医療を支えていると
いえます。70歳代の先生方も多く活躍されており、今後数
年から10年スパンで見ると、やはり世代交代や継承が、地
域の大きなテーマになってくると推測されます。在宅医療
においても、今後は若手や中堅層の先生方との円滑なタス
クシェアや、ICT を活用した効率化が重要になると考えて
います。
一方で訪問診療の受け入れ可能人数については、予想に
反して、５年後も変わらないか、微増する見込みだとわかり
ました。ただし個別の意見の中には、「高齢化のために訪問
診療を減らす」という回答もありましたし、また一部の診
療所が多くの訪問診療を引き受け、総数をカバーしている
実態もあるので、今後は、受け入れ先が減少しても対応で
きるよう与謝医師会としても検討し、柔軟性を維持してい
くことが重要だと考えています。さらに５年後をめどに再
調査を実施して将来の傾向を改めて予測し、対応していく
つもりです。

【市田】続いて北丹エリアの現状について安井先生、お話し
ください。

【安井】北丹エリアは、京都府下で３番目の面積を持つ広い
地域です。医療圏の端は、公的機関や診療所でなんとかカ
バーされているのが現状で、丹後町の端から病院まで救急
車で運ぶと、50分近くかかるところもあります。実際、開業
医も町なかに集中しています。数えたところ、当エリアにあ
る８つの内科の開業医すべてが、旧市町村の中心部に診療
所を構えていました。開業医の年齢も、先ほどの与謝医師会
と同じく、60歳代が多くを占めています。若者がどんどん
流出し、「若手の医療の担い手が少ない」と、どの病院の先
生からもお聞きするので、今後、高齢化を理由に開業が減少
すると、在宅医療を含めた診療体制に問題が生じる可能性
があると危惧しています。
当エリアの最近の動きとしては、一つには定期的に病診
連携会議が行われており、私も副会長として出席していま
す。会議には北部医療センターの病院長、京丹後市や保健所
の方も出席され、各医療機関での取り組みについて情報を
共有しています。今後の地域医療連携の予定も、いずれ組み
込まれていくのではないかと思っています。
その他、看護や訪問看護についての勉強会も開催されて
います。昼間の開催のため、お忙しい開業医の先生方の参加

は少なかったのですが、今後そ
うした場を通じて、訪問看護と
の連携が深まっていけばと思っ
ています。
一方、ITネットワークの活用
に関しては、北丹医師会では
メールでのやりとりに限定して
いるのが現状です。
今後、北丹医師会としては、
病診在宅介護連携を中心に、コ
ミュニティへの周知を図ってい
くつもりです。それが在宅医療の強化にもつながっていく
と考えています。
将来はかかりつけ医機能を維持するのが難しくなってい
くことが予測されます。介護審査や学校医、警察医をされて
いる先生も多く、それらに欠員がでることも考えられます。
医療や介護など、どの部分に過不足が出てくるかを把握し
た上で、しっかり調整していく必要があると考えています。

【的場】北丹医師会のエリアには、京丹後市立久美浜病院や
丹後ふるさと病院といった大きな病院がありますが、その
中に「カルテ共有システム」や「日本海ヘルスケアネット」
のような仕組みがあると、役に立つとお考えですか。

【的場】北部医療センターの「看取りサポートシステム」が
役立っている一方で、死亡診断書を書くところまではサ
ポートできていないとのことですが、例えば北部医療セン
ターと開業医の先生が「カルテ共有システム」でカルテを
共有できたら、看取りに行きやすくなる、あるいは診断書を
書きやすくなるといったメリットはあるでしょうか。

【日置】死亡診断書・検案書については、ご家族のご意向も
考慮しなければならず、簡単には代行をお願いできないと
考えていますが、カルテの共有については与謝医師会の中
でも積極的に進めようという意見が出ています。「日本海ヘ
ルスケアネット」のようなシステムを構築できたらいいと
いった声もあがっているので、前向きに検討していきたい
と思っています。

【的場】与謝エリアで開業されている先生方は皆、与謝医師
会に所属されていますか。入会されていない先生もおられ
るのでしょうか。

【日置】開業医の先生全員に与謝医師会に入会していただ
いています。

【的場】その意味では、開業医の先生同士、円滑に意思疎通
できているということですね。

【加藤】宮津市に休日応急診療所がありますが、こちらは各
診療所の先生方が順番に診療を担当されているのですか。

【日置】その通りです。休日応急診療所は宮津市、与謝野町、
伊根町が共同で運営する施設ですが、主に内科系の休日診
療を行っており、20名ほどの先生が輪番で診療を受け持っ
ておられます。外科系の先生方は在宅当番医として自院で
休日診療を行っておられ、その輪番には北部医療センター
にも加わっていただいています。

【市田】与謝医師会の訪問診療の現状について、日置先生は
「４分の１がやっていない」とおっしゃいましたが、都市部
に置き換えると、「４分の３」は、驚くべき参加率です。訪問
診療件数も、多い方で月50件、少ない方でも月10件とのこ
と、京都府医師会のアンケートで得た平均月５件と比べて
も、非常に多いといえます。与謝医師会の先生方が一丸と
なって訪問診療に取り組んでくださっている結果です。ぜ
ひ外部にも積極的に発信していただければと思います。

　与謝医師会一丸となって在宅医療を支えている

　将来にわたる「かかりつけ医機能」の維持が課題

　病院と連携した看取りに「カルテ共有システム」活用の可能性は？

与謝医師会
日置　潤也 氏

北丹医師会
安井　俊雄 氏


